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1 はじめに

2003年会津平坦地域の標準栽培コシヒカリの葉色は 6

月下旬以降に褪色 した。生育診断からはこの褪色 した葉

色値でも、通常の減数分裂期追肥により目標の籾数を確

保することが予想された (表 1に 示す)。 しかし、褪色が

著しく、通常の追肥時期には葉色がかなり低下すること

が予想され、品質低下が懸念されたため、葉色の低下を

抑える追肥法を検討 した。2003年は夏期に冷温少照であ

った (図 1に 示す )。 冷温少照条件下の追肥は障害不稔の

発生を助長させる場合があるが、会津平坦地域は冷温遭

過程度が小さかつたことから障害不稔の発生が無 く、追

肥の効果がみられたので報告する。

2 試験方法

(1)耕種概要

供試品種:コ シヒカリ,移植期:5月 20日 ,栽植様式:1株 4

本手植え(30cllX 16cm(208株 /ぽ ))11苗 ,基肥量(kg/10

a)N:3P205:10K20110堆 肥100よ うりん6、 試験規模 :1

区10ポ ,区申l:2区 制,そ の他の管理:地 l_m慣 行

(2)追肥のn寺期及び施肥量

1標 準栽培                      ●

2つなぎ肥(最高分げつ期)+穂肥(減数分裂期)△     ●

3つなぎ肥(分げつ終期)+穂 1ま減数分裂期)   〇  ●

4徳肥2回く減数分裂期+穂ばらみ期直計D        ● □

△6月 27日 (-50日 lkO 07119日 (-38日 2kg)07月 28日 (-19口 2k8)

口8月 10日 (6日 2kg)月 日は施 1巴月日で、()内 は出穂前 日数

10a当 たり窒素施肥量

3 試験結果及び考察

(1)葉色の推移及び褪色要因

図1に 示すとおり、標準栽培コシヒカリ{基肥窒素3kg/

10a+減数分裂期追肥窒素2kg/10a)の 葉色は6月 下旬以

降に褪色 した。その葉色値は過去の試験年次で最も淡く

推移 した。図1、 図2及 び図3に 示すとお り、6月 下旬以前

は気温が高く、初期生育は旺盛であつた。このため地上

部乾物重が重 く、土壌中窒素の吸収が早まり褪色したも

のと考えらる。同じ冷温少照年であつた1993年 は生育初

期の地上部乾物重が軽 く葉色は濃 く推移 した。
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茎数 本/r 670(650～750) 穂数 本/薦   470(400～ 450)

葉色 SMD値  29(36～ 39)  イ籾数 100粒 326(330～ 360)

予測式 得長386+0 462Xl+0009X2+087X3 茎数734+2 02Xl+0302X2

10098X3 籾数612+114X● 0239X2+0252X3(Xl草 丈 X2茎数 X3茎 葉

奎素濃度(× 100b1 1葉茎奎素濃度063す057*葉色値 )表中のくXま 曰標 値

(2)追肥後の葉色の推移

図1に 示すとおり、減数分裂期の葉色値 (SPAD値 )は、

標準栽培では27で あつたが、「つなぎ肥 (最 高分げつ期

～分げつ終期(窒素1～ 2kg/1oa))+穂 肥(減数分裂期(窒

素2kg/10a))」 では、30で その後の葉色も平年並まで回

復した。また、「穂肥2回追肥 (減数分裂期+穂ばらみ期

直前(窒素2kgT2kg/10a))」 では、登熟期間の葉色34～ 35

で、標準栽培の33を やや上回つた。

(3)追肥による玄米品質への効果
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表2に 示すとお り、「つなぎ肥 +穂肥」は、ポ籾数が

37,000～ 41,700粒 で標準栽培 (32,100粒 )よ り増加 し、

登熟歩合が737～ 762%と 標準栽培 (814%)よ り低下 し

たが、標準栽培並～やや低い未熟粒率とな り、 1等米相

当を確保 し収量も高まつた。「穂肥 2回 追肥」は、登熟歩

合が851%、 未熟粒率が66%で 品質は標準栽 1古 より向 ヒ

し1等 米相当を確保 し、収量も高まつた。

このように標準栽培の品質 (1-9)は 35で 2等米落ち

の可能性があつたが、「つなぎ肥 +穂肥」、「穂肥 2回追肥」

のいずれも1等米相当を確保 し、夏期に冷温少照であつ

たが、低温遭過程度が小さく障害不稔の発生が無かつた

ことから、追肥の効果がみられた。

{,9′ 乾 ± 001)

(4)冷温少照年次の会津平坦地域の被害の特徴

図4に示すとおり、過去30年間の冷温少照年次におけ

ける会津平lH地域の被害は、主にいもち病で、その他に遅

延型冷害、生育抑制等によるものであった。特に夏期の冷

温遭遇程度が大きかつた1993年 においても、障害不稔の発

生は問題にならず、概して障害不稔の発生の恐れは少な

い。

4 まとめ

会津平坦地域の標準栽培コシヒカリは、冷温遭遇程度が

比較的小さいこと、また、コシヒカリの耐冷性が「極強」である

ことから、障害不稔の発生の恐れが少ない。このため、葉色

が褪色した場合は、冷温少照条件下であつても迫肥により葉

色の低下を抑えることで、品質の維持向上が図られる。

なお、2003年標準栽培のひとめばれ (基肥窒素6kg/10a

+幼穂形成期追肥窒素2kg/10a)も 褪色したため、コンヒカリ

と同様の追肥法を検討した。追肥により葉色の低下が抑えら

れたが、品質、収量ともにその効果はみられなかつた(表 3)。

これは、基肥窒素施肥量がコシヒカリの倍量であり、窒素施

肥量の限界とも考えられるが、今後さらに検許|が 必要であ

る。

表3標準栽培ひとめばれの品質収量(粒厚 1 9mm以上)

追肥*1  玄米   玄米

6 7 7 7 品質   品質*3  精玄

区  月 月 月 月 (検査 整粒 未熟 米重

下 上 中 下 等級)   粒

●   3  843110 717
0       65    764 195   702

0●    35 797157 708
● □  35 879 89 713

■1空素施肥量はコンヒカリの△〇●□に同じ、*2+3は表1に 同じ
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表2玄米品質、倒伏、収量および収量構成要素 (2003年 コシヒカリ、粒厚19mm以上)

旬 旬 句 旬 (19)ホ2①  lbl(kg/a)(X100)
●

区

No

追肥

6778
月 月 月 月

下 上 下 上

旬 旬 旬 旬

出  玄米

穂  品質

期 (検 査

等級)

(月 日)(1-9)*1

玄米品質*2 収量構成要素

整粒

3)

玄米

中の

蛋自質

含量

(%)

精玄

米重

(kg/a)

粒
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穂数 ポ当 登熟

籾数 歩合

(本 /r)(*100粒 )(%)
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3   0●
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